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第 3章　天草の民間信仰とその実態
―エビス様をめぐって―
陳　　暁傑
はじめに
　エビス信仰は民間信仰の中で圧倒的な人気がある。人々の生活に浸透し、家々の祭りにおいても広く
崇拝を集め、稲荷信仰や八幡信仰とともに大きな存在である。古来、海の彼方より幸せをもたらす神様
として信じられてるエビス様は、室町時代の七福神信仰の中に加えられる1）ことによって、もともとの
漁業神から、商業と結び付き、商業神としての地位を高め続けた2）。
　ところで、天草といえば、普通は日本キリシタンの故郷、天草島原の乱などと結びついたイメージが
出てくる。だからといって、天草諸島の人々はみんなキリスト教徒とは限らない。
　天草郡の島々や有明海・八代海の漁村には、各地にえびすの小祠が点在しており、網元を中心に
共同の講を行うところがあった。また、漁師たちは漁網や釣り糸を入れるときに「えびすさん」と
唱えて大漁を祈願したり、不漁の時などはえびすさんのご神体を盗むことも行われていたが、その
時は必ず北方から盗んでこなければいけなかったと伝えられている3）。
　しかし、この紹介の前に編集部の説明があって、大体各地の県・市町史から該当部分を引用、あるい
は参考であるため、現状を厳密的に検証したから与えた結論ではない。筆者は2011年の夏に天草のフィ
ールドワークに参加したので、現状を少しながら確認することができた。そのうえで、やはり民間信仰
の実態と、上記に述べた説明の間には見過ごしてはいけないズレがある。
　結論を先に述べれば、天草はエビス信仰の盛んな地域とは言い難い。本稿は主に二つの論点に注目し
 1）	厳密に言えば、その組み合わせが固定するのは江戸時代の初期と言われる。また、エビス神と大黒天の二神を併祀
するかたちも、室町時代以降に広くみられるようになる。
 2）	この経緯について、谷口貢氏は次のように指摘している。
	 	 「漁業神といえば、九州南部の漁村で海底から拾い上げていきた石をエビス神の御神体として祀るこ例や、魚群を伴
って回遊する鯨などをエビスと呼ぶ例、あるいは漂流する死体をエビスと称し、これを手厚く葬ると豊漁になると
いった例などにみられるように、エビス神には海のかなたから訪れる来訪神的性格が強くみられるのである。こう
したエビス神が、海と里との交易が行われる市を媒介にして、商売繁昌をもたらす商業神として発展していた。さ
らに、商業神や漁業神としてのエビス神が農村社会に受容されると、家を守護する屋内神として祀られたり、田の
神信仰と習合して豊作をもたらす農業神として展開していったのである。」（『恵比寿信仰の地域的展開』、42頁）
 3）	吉井良隆編『えびす信仰事典』（戎光祥出版株式会社、1999年）、173頁。
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ている。まずはエビス信仰および金毘羅信仰に関する先行研究を背景として紹介する。次に二つの側面
によってその論旨を検証したい。まずは天草市牛深町を、次いで天草市御所浦町を現場調査したので、
この二つの地域を例証とする。そしてエビス祭りについて、当地の現状を調べて検討してみたい。さら
に、金毘羅神も考察の視野に入れ、エビス信仰と比較する。なぜここで金毘羅信仰も踏まえるかという
と、たとえば次のような指摘がある。
　大矢野では金毘羅とエビスが信仰されている。この両者の違いは伝承では明確にし得ない。一般
的にはエビスは漁民、もしくは商人が信仰し、金毘羅は海運業に従事する人達が信仰している。大
矢野では海を生活の糧にする人が漁業者だけでなく、海運業者も多かったことを示しているように
思われる4）。
　一般市民は、そもそもエビスと金毘羅様の歴史や本質などに関心があるのだろうか。彼らがどのよう
にエビスや金毘羅を考えるかは、これまでの環境・習俗や言説による。ある神様を奉じれば自分や家族
の現世利益を増すことができる。これは確かに卑俗的な考え方だが、否定や軽蔑をする理由は一つもな
い。というのも、近代以降の学者も主にニーチェが批判した職業的「教養俗物」（Bildungsphilister）5）に
過ぎないからである。
一、エビスと金毘羅に関する先行研究
　「エビス」という神号は、平安時代末期成立の国語辞典『伊呂波字類抄』十巻本において、すでに単独
で用いられていた。そしてその中でも一番古くから語られたのが『古事記』『日本書紀』の国生みの段に
登場するヒルコ（蛭子）であって、現在エビス宮総本宮と呼ばれる西宮神社（兵庫県西宮市）の主祭神
でもある。
　ヒルコは、イザナギとイザナミが日本の国土を作る際に、その御子として生まれたが、手足の萎えた
不具者なので、舟に乗せて流されたという記紀神話に由来する。おそらくエビス神の原初的な信仰は、異
郷から訪れる荒々しい霊力をもつ神という性格が強いと思われる。（『えびす信仰事典』、前掲書、35－38
頁。）
　古来エビスと示すにはいかなる漢字を用いるかを考えるに、長沼賢海氏の結論を引用したい。
　古くは夷の字を宛てたるものならんと思われる。厳島社文書の仁治二年の解状には「戎」とあり。
又東大寺八幡験記に拠れば、文治五年の損色勘文には「狄」とあり……室町時代のものにて厳島荒
胡子の永正の銘ある鍔には「夷」とあり。而して「夷」は王朝より室町時代に至る間、通じて最も
能く用いられたり。室町時代の末の頃より夷神を蛭子又は彦火火出見、事代主などに附会する様に
 4）	『島の暮らしと祭り―上天草市史大矢野町編 5民俗』、上天草市発行、2008年、182頁。
 5）	『ニーチェ全集』第一期第二巻『反時代的考察』（白水社、1980年）、19頁。
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なりてよりは、漢字の訓を用いずして、種々の字音にて書き顕わし、而して暗に其の字義に関係あ
るが如くにせり。「恵美子」「愛比須」「恵比須」など其類甚多し6）。
　エビスの神像や絵像が、風折烏帽子をかぶる福々しい男が釣竿を持ち、釣りあげた鯛を脇に抱く姿で
表現されてきたように、福神としてのエビスは漁業神としての性格を強くもっている。
　天草の各地域に散在するエビス像はたくさんある。全体的に言えば、漁業神の性格が強いのは後で紹
介する倉岳町のエビス像であって、それ以外はむしろ一般的福神の特徴が備えられる。たとえば太い体、
笑い表情や太い耳が列挙できる。
　なかでも一番有名なのはやはり倉岳町である。倉岳町の背に天草最高峰倉岳山、前方には不知火海に
浮かぶ島々を眺めるすばらしい自然環境に恵まれ、釣りの観光のメッカとして知られ、天然鯛の釣り場
として人気を博している。初夏から秋のシーズンには九州全域から釣り客が訪れ、鯛釣り大会などのイ
ベントも多く、大変な賑わいを見せる。その町には、「倉岳大えびす」という総大理石で造られた像があ
って、台座を含めると高さ10mと日本一の大きさである。その特徴は釣りあげた鯛を脇に抱く姿に他な
らないだろう。
　ところで、そういう魚を抱く姿はどれほど時代を遡ることができるのか、長沼氏は次のように述べて
いる。
　（前略）されば夷神像の形式に魚を抱くものを作り初めしは、大方此頃か或は今少し早き時代、即
ち王朝の末鎌倉時代の初め、夷神の漸く世にもてはやさるるの頃にあらんか。
　時代を下るに従うて夷像は海神として益神徳を明にしたり、釣竿を持つ形式は後世のことなるべ
く、鎌倉時代にては唯だ魚を抱けるのみなりしなるべし。而して釣り竿を持つ形式は魚を抱けるよ
り聯想したる形式なるべく、室町時代の頃に至り福神として神徳の栄えると同時に、釣針は魚を釣
ると云う意味を拡大し、総て欲するものを釣るの心に転じたり7）。
　一方、金毘羅様は、航海の神として海で働く人々の間で祀られることは言うまでもない。近世以来、
金毘羅様はさらに海難を救われたという類の奇異な物語りが伝えられる。
　小島瓔礼氏は、「海で働く人の信仰する神であるということになれば、前代の交通機関のうち、最も有
力な海上交通を利して、流布される速度も速く、相手が板子一枚下は海という不安定な生活をする人だ
けに信仰を受け入れ易く、それが、海の神としての金毘羅信仰が、篤く守られて来た理由であろうが、
この信仰の一番の発端は、なお確かでない。」8）とする。
　さらに小島氏は、「金毘羅様を蛇とすることは、なにも珍しい信仰でもなんでもない。海の神の場合に
も触れたように、この神を海の動物、竜・蛇とする説は、むしろ仏徒などの説であった。ただ、我が国
 6）	「えびす考」、北見俊夫編『恵比寿信仰』所収（雄山閣出版、1991年）、17－18頁。
 7）	前掲書、20－21頁。
 8）	『金毘羅信仰』（日本民俗学会報、1958年）、 3頁。
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では、これを明確に蛇と規定しているのが問題なのである。」9）と述べた。
　金毘羅とは珍しい神号であるが、黒川道祐が「讃岐金毘羅は天竺神にて、摩多羅神の類也」10）と指摘す
るように、古代インド神話に現れるバラモンの神Kumbhiraに由来する。クムビィラもしくは、クビラ
とはガンジス川に住む鰐を神格化して信仰の対象としたものであって、要するに水神なのである。これ
また、海上の民の信仰を集めるには、ふさわしい神格であったと言えよう。これに仏教が入って仏法守
護の神となり、薬師十二神将の一人として編入され、日本にも伝来したのであった。
　このような仏教的混淆のあり方こそが、神の形成を見た経過の一面であろうが、しかし金毘羅権現へ
の奉仕や、祭祀の組織を眺めていると、そこにはやはりカミの世界だと認められる。
二、天草エビス信仰の現状
1 、牛深町と御所浦町の現状
　天草市は、熊本県天草地方にあり、熊本県下では熊本市・八代市に次いで 3番目の人口を擁する。ま
た、本土（北海道・本州・四国・九州）と橋で繋がっている自治体の中では日本で一番人口が多い。
　天草諸島の人々の生活を支えている主産業は、いうまでもなく農業である。天草諸島の全世帯の
60％にあたる家々が農業を営んでいる。しかし島々の耕地面積は、全面積の約16％で一世帯あたり
の耕地面積は県下最下位（中略）にすぎない（中略）したがって農家とはいっても農業を専業とす
る農家は、僅かに24％にすぎず、残りの76％は漁業や林業・鉱業労働などを兼ねた、いわゆる兼業
農家である11）。
　エビスおよび金毘羅信仰の盛衰を考察する場合、我々は地域社会の生活実態をまずある程度理解しな
ければ、おそらくその内実や理由を深く吟味することができない。
A、 牛深
　牛深港は天草下島の南端に位置し、全面に横たわる下須島で外海の荒波と南風から守られ、東方には
鹿児島県の長島をひかえて、天然の良港となっている。
　牛深の各漁業集落には恵比寿と金毘羅の神社があって、たとえば舟津郷はムラエビスとして漁民たち
の信仰の対象になる。しかし、舟津郷には神社があるものの、家に神棚が見られず、荒神などの信仰も
確認しがたい。漁民の大半は浄土真宗で、村々では講を組織する老人が若者たちを指導する。彼らは仏
教に対して信仰は厚いが、神々にはこの熱意が見られない。山下義満氏の論文によると、ある漁民が大
漁を念じて、ムラエビスに願いを行ったところ、「オイに頼む暇があったら、さっさと海に出ろ」とムラ
 9）	前掲書、 4頁。
10）	『遠碧軒記』上一。
11）	『熊本県の地理』（光文館、1964年）、288頁。
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エビスに叱られたという逸話があるらしい12）。
　漁村であるため海に関与した祭りが存在した。最大の祭り「恵比寿祭」はカシキが御神体に酒・
肴を供える。このあと酒盛りとなる。他に「金毘羅祭」などがあり、大型網漁船が港を埋め尽くし
ていた時代は胴元である網親方の輪番制であったが、不漁で親方衆が激減してこの制度が廃れた。
漁民は不漁の際は運気を変えるため網元は宴会を催す。これを「マンナオシ」といい、この貴重な
行事13）も平成元年（1989）に行ったのが最後である。14）
　ここで少しだけ牛深港の現状を紹介したい。戦後、牛深は爆発的な漁獲に恵まれ、この時期の漁獲量
は長崎市に次いで全国第二位と言われる。しかし昭和30年代後半から40年代にかけて牛深は不漁となり、
多くの船団が操業を中止した。昭和50年代から平成初期まで漁獲制限が設定されるほど豊漁が続くので
あるが、平成期に入り再び不漁期間になって、現在では 1船団のみを残した。
B、御所浦
　御所浦町は離島の町で、御所浦島、横浦島、牧島の有人島を含む大小18の島から構成される。平成 9
年（1997）に恐竜の化石が発見されたことを契機に全島博物館構想を策定し、さまざまなイベントや体
験プログラムを行っている。この諸島における民間信仰の状態はいかなるものか。
　町内には、海に関わる金毘羅社、八幡社、天満宮が、各集落に奉じられる。これらの神社は各集
落の鎮守の社として、氏子社中によって適宜維持されているが、その由来や縁起については地元住
民も知りえていなのが現状といえる。また、仏閣が少ないのは特徴であり……島原の乱以降には宗
門改め等が行われたはずであり、寺院が少ないことはひとつのなぞとしてあげられる。15）
　まず注意すべきことは、「これらの神社は各集落の鎮守の社として、氏子社中によって適宜維持されて
いるが、その由来や縁起については地元住民も知りえていないのが現状といえる」ということである。
この指摘は御所浦に関する見方であるが、そもそも個別的現象ではなく、天草の諸島における素朴な民
間信仰に対しても言えるのではないか。
　御所浦町の各地区をエビス信仰および金毘羅信仰について、その現存する神社や祠堂はあるかどうか
を簡単に紹介したい。
　　御所浦地区　なし
　　南地区　　　なし
12）	「牛深港の「みなとの文化」」、109－10。
13）	その行事は旧暦10月15日に行われる、と当地の漁民により確認した。
14）	山下義満、前掲論文、109－15。
15）	『御所浦町文化財等保護整備可能性調査』（御所浦町、2000年）、 8頁。
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　　牧島地区　　なし
　　北地区　　　小さな島（横浦島）で、約900人が暮らしている。その集落は漁業が盛んであって、180
世帯中約60世帯に恵比寿像が飾られているのは非常に珍しいことと言えるだろう。そ
れは前に述べたように、「家を守護する屋内神として祀られ」る神である。また、島に
は三つの金毘羅神社があり、横浦金毘羅、杉浦金毘羅と崎浦金毘羅のことである。杉
浦金毘羅と崎浦金毘羅には、海の安全を祈って 4月（杉浦）と11月（崎浦）に奉納相
撲が行われていたが、現在は祈願だけがあると言われる。
　　嵐口地区　　景行天皇が西国御巡幸の際に最初に立ち寄られた海岸が高く御所浦に移られた。以来
この地を嵐の口「嵐口」と呼ぶようになった。ここは一つの金毘羅神社があって、後
に紹介するように、春には祭りを行うことがあるそうだ。
　以上五つの地区の恵比寿と金毘羅信仰に関する調査によれば、大部分の住民はやはり熱心ではないこ
とがわかる。
　ちなみに、御所浦にはマリンビーナスというタワーがある。筆者にとっては非常に違和感がある。そ
れを地元住民に尋ねると、その建物はバブル経済の時期、各自治体は「ふるさと創生」の事業予算を 1
億円ずつ手にした。御所浦町では、当時の責任者がマリア像を建てよう、と決めてから建てられたもの
であって、別に御所浦の漁民たちはキリスト教徒ではない、と答えた。まことに皮肉なことである。確
かに天草市の崎津には一体のマリア像が沖に向かって立っていた。観光用ではなく、漁師たちが祈るた
めの像である。それは40年前に漁師たちが資金を出して建てたと言われる16）。これと比べれば、御所浦の
マリンビーナスは観光客のイメージをつかむために建てられるかどうかは分からないが、もし当地の恵
比寿信仰は流行すればそういう滑稽な景色が現れなかったかもしれない。
2 、諸島のエビス／金毘羅祭り
　日本の神々の中でも、エビス神ほどさまざまに祀られてきた神はめったにない。西宮神社の十日戎は
百万人ほどの参拝者があって、商売繁盛や福徳を祈る神として随一と言えるだろう。また、海より寄り
来る神として漁業関係者の信仰篤い神でもある。
　一方、「金毘羅講は伊勢講や出雲講と同じようにその第一の目的は代参講であった。講に加入している
人が講金を集めてくじ引きできまった人を代参に立てる。代参の者は餞別をもらって金毘羅大権現に到
り、わが村の安穏を祈ってから大権現のお札なりお守りを貰い、金毘羅飴や団扇などの土産を求めて帰
り講の仲間に渡す。」17）とされる。
　このエビス神を祀る日のことを、一般に「えびす講」と呼び慣わしてきた。春（ 1月10日もしくは20日）
と秋（10月20日もしくは11月20日）の年間 2回行われるのが通常であるが、1回のみの地域も多そうである。
　以下は断片的に天草諸島のエビス/金毘羅祭りを紹介したい。ちなみに、筆者の天草調査時期はあい
16）	読売新聞2011年 7 月 3 日付け、小山薫堂「岬のマリア様　漁師の心の灯台」を参考とする。
17）	守屋毅編『金毘羅信仰』（雄山閣出版、1987年）、45頁。
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にく二つの祭りとは関係なく、かつ当地の住民をインタビューする時間も限られていたので18）、引用する
資料はの多くインターネットからの情報であることを断っておく。
A、天草市御所浦町　嵐口地区　「金比羅祭り」　
　天草市御所浦町の嵐口地区で、	金比羅祭りが開かれました。この祭りは、	同地区に古くから伝わ
るもので、	毎年旧暦の 3月10日に行われています。この日は晴天に恵まれ、	地元の漁師や保育園児
など約100人が参加しました。祭りでは、	 1 年間の航行の安全を祈願した後、	子どもの健やかな成長
を願って、	赤ちゃんの土俵入りや保育園児による奉納相撲が行われました。子どもたちの元気な取
組に、	観客から大きな歓声や拍手が送られていました。19）
　相撲は日本における祭りの時に行われることだから、別に金毘羅信仰と直接に関係があるとはいえな
い。そして土俵入りとは、大相撲の力士が土俵の上で行う儀式のことである。横綱が行うものは横綱土
俵入りとして区別される。ちなみに、江戸時代には、一人土俵入りと称して、体の異様に大きな（長身な
ど）青年や、「怪童」と呼ばれた巨体の少年を、客寄せのために一人で土俵入りをさせることがあった。長
身の生月鯨太左エ門や、怪童の大童山文五郎などは、錦絵となって、その姿が後世まで伝えられている。
B、 倉岳町
　先にも述べたように、倉岳町には日本最大のエビス像がある。筆者は倉岳町に訪れることがなかった
が、幸いにインターネットに当地のエビス祭りの情報が登録されている20）。
第19回えびす祭り	 最終更新日［2010年12月20日］
日時　2011年 1 月16日（日）
時間	 	 08時00分～	14時30分
場所　倉岳えびす公園一帯
　総大理石づくりで日本一の大えびす像がある倉岳町で、「第19回えびす祭り」が開催されます。え
びす太鼓で幕が開き、綱引き大会、福引き付き餅投げが行われます！
（中略）
■内容
18）	相手は「詳しいことはあんまり覚えていない」のように答えることは普通だから、ある意味でも、本稿の結論、つ
まりエビス/金毘羅信仰は確かに天草に残存するとはいえ、島民にとってはあまり重要ではないことを傍証するの
ではないかと思われる。
19）	http://hp.amakusa-web.jp/a0023/Diary/Pub/Shosai.aspx?AUNo=115&Pg=4&KjNo＝1141。2008年の記事もあるが、
内容は大体同じである。
20）	http://www.t-island.jp/event/pub/detail.asp?c_id=13&id=601。
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8 ：30～神事
9：00～子どもえびす太鼓、海上パレード
12：15～芸能ステージ披露
　　　　えびす太鼓、天草ハイヤ、雅太鼓などが披露されます。
13：30～綱引き大会
14：00～福引き付餅投げ
　海上パレートはすなわち海上渡御のことであって、海神と関わる場合に行われるので、別にエビス/
金毘羅祭りとは限らない。えびす太鼓、天草ハイヤ、雅太鼓、綱引きや福引き付餅投げはもっと一般的
祭りの行事である。
結びに代わりに
　いわゆる漁業が一次的な採取の産業であるのに対して、水産養殖業は二次的で生産的な漁業で、漁業
の近代化である。戦後は採る漁業から、作る漁業への転換が、県の漁業振興策として打ち出され、天草
漁業においても、養殖・増殖に注意が向けられてきた21）。
　近代化とはなにかというと、かつてマックス・ヴェーバーが鋭く指摘したように、「合理化」概念に関
わる。近代以前の社会諸形態にはむろん商業や営利活動があるものの、計算する可能性と計画性が欠け
たことは重要である。冒頭で紹介した小島氏の言うように、「相手が板子一枚下は海という不安定な生活
をする人だけに信仰を受け入れ易く」―その「不安定」性はまさに計算する難しさを示した。人間の
力は大自然の前にどれほど無力や脆いなのか、その代わりに、神など超越的力を信じれば、なんとなく
この不合理性を納得し得る。しかし近年漁業の不振と養殖振興の政策が出てくると、自然や運の依頼性
はある程度減た。よって、もともとの海神―エビスや金毘羅様は、だんだんそのオーラを失うことは
どうしようもないことである。
　ちなみに、このような反撥があるかもしれない。「あなたは天草諸島の海神信仰はもはや形骸化してい
るとするが、諸島、例えば御所浦などにはたくさんのエビス像やエビスを象徴する飾りがあるではない
か。これは明らかに矛盾にほかならないだろう」という意見だ。確かにこのような現象がある。それに
もかかわらず、当地の住民がエビスを信じると判断することはいささか早計だ。なぜなら、天草は明ら
かに「観光地」としての位置づけなので、その多くが相関するものは実は観光客を吸引する装置ではな
いか。それは特別ではなく、例えば屋根に飾られた獅子像は普通風水思想において殺気を退ける装置と
して置かれる。ところで沖縄にはたくさんの獅子像がある。その設置理由を当地の住民たちに聞いてい
ると、意見はまさにバラバラになる。沖縄の獅子がひろく普及したのは戦後のことであり、中国に比べ
て不自然に多い、理由も同じである22）。
21）	『熊本県の地理』、303頁。
22）	以上は渡辺欣雄『風水の社会人類学』（風響社、2001年）の第八章「中国風水と沖縄風水」による。
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附録
天草諸島のエビス像および飾り23）
23）	以下の写真は主に関西大学大学院の張麗山氏に負うものが多い。謝意を表します。
A　牛深
B　御所浦
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A　崎津漁港の金毘羅宮
C　倉岳の大エビス像
B　湯島
金毘羅宮
